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取 組 事 例 名 『スマイルボックス』 

取 組 の ね ら い『キーワード やさしい言葉・行動を増やす』 

 全校児童が、友だちの優しい言葉や行動を見つけてカードに書く活動を行うことで、優しい心で人と

接することのできる児童を育てる。 

取組の具体的内容『キーワード 友だちのやさしい言葉・行動を探す』 

 友だちからやさしい言葉をかけてもらったり、友達がやさしい行動をしたりしていたら、それをカー

ドに書き、「スマイルボックス」に入れる。児童会がそのカードを回収し、給食放送で紹介する。紹介さ

れたカードは、校内に掲示し、書いた相手に「郵便」という形で届ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の課題・創意工夫『キーワード アイデアで活発に！』 

 「スマイルボックス」の方法を周知するために、児童会で「児童会だより」を作成した。「児童会だよ

り」を各学級担任に配布し、各教室で方法を確認してもらった。また、児童朝会の発表で、「スマイルボ

ックス」の具体的な内容やルールについて説明した。「スマイルボックス」本体は、ただの箱を用いるの

ではなく、スマイルマークを付けたり、本物のポストのように飾り付けをしたりしてみんなの興味を引

くような箱にした。児童会で回収して給食放送で紹介したり、掲示板にカードを貼ったり、書かれた相

手にカードを届けに行くなどして、取組をフィードバックするようにした。 

取組の成果（効果）『キーワード いろんなやさしさを発見！』 

 児童がこの取組を通して、自主的に優しい言葉を遣ったり、優しい行動をしたりしていく中で、「友だ

ちが困っているときには声をかけると相手が助かり、嬉しい気持ちになる。」、「授業中に分からないとこ

ろを教えてもらえると、お互いの成長につながり、楽しい。」などに気付き、校内で優しい言葉・行動が

少しずつ増えている。また、友だちにやさしい言葉がけ・行動をするだけでなく、友だちの優しい言葉

がけ・行動を見つけることで、新しい優しさの発見へとつながり、効果のある取組であったことが言え

る。 

(以下、児童の発言より) 

〇わたしは、困っている友だちになかなか声をかけたり、何かしたりしてあげることができていません

でした。それは、恥ずかしいからです。でも、「スマイルボックス」のおかげで、友だちのやさしさを

見て、困っている友だちにどんな風に接してよいか少し分かった気がします。 

〇ぼくは、勉強が苦手です。算数の自分で考える場面で、書けないなあと思っていたら隣の〇さんが教

えてくれて、なんとか書けました。助かったし、嬉しかったです。ぼくも真似してみたいな。 
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今 後 の 展 開『キーワード ほめて伸ばし、いじめ０へ！』 

 優しい言葉や優しい行動は増えてきた。教師も児童もやさしい言葉・行動を意識し、見付けたらほめ

たり、真似したりしていくようにしたい。そして、そのことがいじめ０につながればよいと考える。 

他校へのアドバイス『キーワード ほめて育てる場を・・・』 

 全校児童がやさしい言葉・行動を意識していくことは、いじめ０につながっていく。担任が優しい言

葉・行動を積極的に評価したり、担任自身が意識したりして見本をしめすことが大切だと考える。また、

担任が児童にやさしい言葉・行動を用いる場を設定することで、ほめる場をたくさんつくっていける。

学校組織としても、教員全体が常に児童のよいところを見つけるようにしておくことで、温かい雰囲気

につながっていく。 

 

 

 

 


